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第１章 構想・基本計画の趣旨・目的

１ 全世代・全員活躍型「生涯活躍のまち」構想の基本理念

人口減少社会に突入し、コミュニティの希薄化が懸念される今、人と人との

つながりが大切です。併せて、少子高齢化により若者が減少し、さらには人口

が減少していく中、久御山町で暮らす人々がいつまでも健やかでいきいきと活

動できるようにするとともに、人々が集うまちとして、まちを活性化する力も

必要です。また、住んでいる人々や働いている人々が、まちに対して誇りや愛

着をもつシビックプライドの醸成により、一人ひとりがより良いまちにしてい

く心も大切です。

世代別に見ると、高齢者においては、生涯を通じて健康で活躍する場をつく

る必要があり、若い世代や障害者などでは意欲を持っていきいきと働ける場を

確保し、また、子育て世代においては、核家族化や家族関係・地域力の希薄化

が進む中で、妊娠・出産・育児に関わる女性の精神的・身体的負担が増加して

おり、地域の力を育て、地域で子育てができるようなアプローチが求められて

いるところです。

このことから、久御山町にとって、年齢や性別、障害の有無を問わず誰も

が交流できる「地域共生型」のまちづくりの推進は、今後とも必要不可欠で

あり、次に掲げる基本理念に基づき、全世代が活躍できるようなまち構想を

策定するものです。

【基本理念】

２ 目指す姿

久御山町第５次総合計画のまちの将来像である「つながる心 みなぎる活

力 京都南に『きらめく』まち ～夢いっぱい コンパクトタウン くみや

ま～」を目指す姿とし、

（１）「住んでいる人」、「働いている人」、「訪れる人」の心と心をつなげ、ま

た、京都南に位置する久御山町が近くから遠くまで多くのまちをつなげてい

きます。

あらゆる世代の住民が、「居場所」と「役割」を持ってつながり、交流

しながら、健康でアクティブな生活を送り、必要に応じて医療・介護を受

けることができ、若年層をはじめ、障害者など誰もが地域で働く場を確保

し、子育て世代が安心して出産・子育てできる地域づくりを推進すること

により、久御山モデルの「地域共生社会」を実現することを構想の基本理

念とします。
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（２）ものづくりと農業のまちとして発展していくため、人と人がつながり、

結束力を高めることにより、すべての営みに活力をみなぎらせていきます。

（３）「住んでいる人」、「働いている人」、「訪れる人」の心がきらめくまちに

します。

（４）東西約 3.5km、南北約 4.3km で、面積が 13.86ｋ㎡のコンパクトでフラ

ットな町の特徴を生かし、健康で明るい生活、恵まれた自然、元気な産業な

ど夢がいっぱい詰まったまち、子どもたちが将来この久御山町で暮らし続け

たいと思える「夢いっぱいコンパクトタウン」をキーワードにまちづくりを

推進します。

【まちづくりの基本理念】

資料：久御山町第５次総合計画

３ 構想の目的

（１）継続的なケアを実現するため、「医療・福祉ゾーン」の整備・充実を進

め、生まれた時から安心して医療ケアを受け、いつまでも健康で活躍できる

久御山医療・福祉モデルをつくる。

（２）農業とものづくりの２大産業がベストミックスで立地する就業環境を最

大限生かし、若年層をはじめ、障害者、女性・高齢者の誰もが能力を活かし

て健康でアクティブに活躍できるまちづくりを推進する。

（３）核家族化や家族関係・地域力の希薄化が進み、妊娠・出産・育児に対す

る女性の精神的・身体的負担が増加しており、「地域力」で子育てできる環

境づくりを進める。

（４）町全体を生涯活躍のキャンパスとして位置付け、町の自然・歴史・文化
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遺産などを結ぶ取組を推進する。

（５）田園環境を活かした優良田園住宅の整備や誰もが自由に移動できる公共

交通の環境整備などにより定住促進を図るとともに、職住近接の立地を活か

した住環境を整備するとともに、住みたくなる地域づくりを目指して食をテ

ーマとした憩い、ふれあいのある公園整備を基本コンセプトとした「まちの

にわ構想」を推進する。

（１）から（５）の構想を実現し、居場所と役割のあるコミニュティづくり

をするためには、あらゆる人やあらゆる世代の人口が交流する「場」の提供が

必要であり、官民連携により「全世代・全員活躍まちづくりセンター（仮称）」

機能をもつ施設整備を検討します。

注）最終ページに拡大図添付

４ 想定区域、エリア設定

久御山町内全域
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第２章 地域の状況分析、課題の把握

１ 地域の状況

（地勢）

（１）地理的状況

久御山町は、京都府の南部、京都市中心部から南へ約 15 ㎞に位置し、北

は京都市伏見区、東は宇治市、南は城陽市、南西は八幡市に面しています。

大阪市中心部からも約 40 ㎞で、奈良方面や滋賀方面も含めた交通の要衝と

いえる位置にあります。

久御山町の面積は 13.86ｋ㎡で東西は約 3.5km、南北約 4.3km と非常にコ

ンパクトなまちです。地勢的にも宇治川と木津川に挟まれた山城盆地の低地

にあることから、起伏のない平坦なところにあります。

久御山町の北東部は巨椋池干拓田があり、このような地勢から、過去から

治水対策に特に力を注いできました。古くは農業を中心としたまちでありま

したが、国道１号をはじめとする道路交通網の発達とともに、工場や倉庫等

の諸産業が進出し、産業集積に伴い、住宅地の開発も進み、農業・工業・住

宅の調和したまちとして発展してきました。

（地図）

（久御山町の道路交通ネットワーク図）

資料：久御山町都市計画マスタープラン
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（２）インフラの整備状況

久御山町には鉄道駅はないものの、近隣市の京阪電鉄中書島駅・淀駅、近

鉄大久保駅、JR 新田駅・松井山手駅に路線バスで接続しており、公共交通

での移動が容易であります。

道路については、南北に国道１号と国道 24 号が走り、第二京阪道路や京

滋バイパス、国道 478 号が縦横に走っています。さらに、それらと繋がる京

都縦貫自動車道も平成 27 年に全線開通する等、京都北部・大阪・奈良・滋

賀等を結ぶ道路交通ネットワークが大きく進展しています。

こうした広域の道路交通ネットワークの充実により、大阪市、神戸市、名

古屋市等の都市中心部への広域的なアクセスの利便も向上するとともに、関

西国際空港までは約 80 分、中部国際空港までは約 120 分と、物流拠点への

アクセス時間の短縮につながっています。また、京滋バイパスの久御山 IC、

久御山淀 IC、第二京阪道路の久御山南 IC から久御山町中心部(久御山町役

場)へも５分程度でアクセスできるといった、関西地域の道路交通の結節点

として、今後のさらなる発展が期待できます。

（人口）

① 人口の推移

久御山町の人口は、平成 22 年国勢調査では 15,914 人、平成 27 年国勢調

査では 15,805 人となっており、昭和 60 年の 19,136 人をピークに減少に転

じています。その中で、65 歳以上の人口については、平成 22 年国勢調査で

は 3,532 人に対して、平成 27 年国勢調査では 4,510 人と増加となっていま

す。また、０歳から 14 歳までの人口は、平成 22 年国勢調査では 2,263 人

に対して、平成 27 年国勢調査では 2,022 人と減少しています。これら、少

子高齢化及び人口減少により、将来的には財政縮小や労働力の減少などの

地域活力の低下が懸念され、町の魅力向上による若年層世代の転出防止・

転入促進や財源の確保、独自の活性化策などの対策による地域活力の回復

が求められます。

② 世帯数の推移

世帯数は同じく昭和 60 年に一旦ピークを迎え、その後にわずかに減少し

ましたが、平成 17 年に再び増加に転じ、近年は微増が続き、平成 22 年国勢

調査では 5,870 世帯、平成 27 年国勢調査では 6,216 世帯となっています。

③ 年齢区分別人口の推移

久御山町の年齢３区分別人口比率の推移をみると、年少人口（０歳～14
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歳）比率は、近年横ばいとなっていますが、老年人口（65 歳以上）比率の

拡大が顕著で、本町の年齢区分別人口は、生産年齢人口（15 歳～64 歳）比

率の低下、老年人口比率の拡大が特徴となっています。

④ 昼間人口の推移

久御山町の昼間人口は、平成 22 年国勢調査では 27,825 人に対して、平

成 27 年国勢調査では 28,086 人と増加しています。昼夜間人口比率（夜間

人口 100 に対する常住人口（15,805 人）の割合）は、177.7％で、平成 22

年と比べて 2.9 ポイントの上昇となっています。隣接市と比較しても、非

常に高い比率となっています。

⑤ 外国人人口の推移

久御山町の外国人人口の推移をみると、平成 26 年４月１日現在では 363

人に対して、平成 31 年４月１日現在では 578 人と、５年間で約 1.6 倍とな

っています。特にこの３年間の推移をみると、平成 29 年以降は１年間に 80

人から 90 人ずつ増加しており、伸び幅は顕著になっています。

●人口・世帯数の推移

資料：国勢調査

昭和
40年

45年 50年 55年 60年
平成
２年

７年 12年 17年 22年 27年

人口 7,231 8,766 11,540 16,345 19,136 18,798 18,133 17,080 16,610 15,914 15,805 
世帯数 1,562 2,087 2,887 4,650 5,818 5,795 5,736 5,672 5,818 5,870 6,216 
１世帯当たり人員 4.6 4.2 4.0 3.5 3.3 3.2 3.2 3.0 2.9 2.7 2.5 
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(歳)

1,000人 0人 0人 1,000人

100以上
95～99
90～94
85～89
80～84
75～79
70～74
65～69
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
５～９
０～４

 500人 500人

●人口ピラミッド（男女別・５歳階級別） ●年齢３区分別人口比率の推移

（平成 27 年国勢調査）

【男】 【女】

資料：国勢調査 資料：国勢調査

●昼夜間人口の推移

資料：国勢調査
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●５年前の住所地との比較による久御山町との転入出の状況

（平成 22 年～27 年の５年間）

●外国人人口の推移 （各年４月１日現在）

京都府内

京都府外

宇治市
久御山町へ 299人

久御山町から 360人

京都市
久御山町へ 396人

久御山町から 318人

久御山町

　府内からの          府内への

　転入 964人          転出 1,093人

　他府県からの　　　　他府県への

　転入 381人　　　　  転出 546人

城陽市
久御山町へ 118人
久御山町から 118人

京田辺市
久御山町へ 29人

久御山町から 94人

八幡市
久御山町へ 59人

久御山町から 80人

木津川市
久御山町へ　13人

久御山町から 24人

兵庫県
久御山町へ 31人

久御山町から 55人

大阪府
久御山町へ 89人

（大阪市17、枚方市20）

久御山町から 175人

（大阪市40、枚方市48）

滋賀県
久御山町へ 51人

久御山町から 65人
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（産業）

国道１号の開通を契機に発展してきた久御山町の産業構造を平成 27 年国

勢調査による産業別就業者数から見ると、第一次産業が 3.5％、第二次産業

が 41.4％、第三次産業が 55.1％と全国平均と比べると第二次産業への従事

者が多くなっています。

また、久御山町は、京都府内有数の製造業集積地域になっています。平成

28 年経済センサスでは、政令指定都市の京都市を除いた府内市町村の事業

所数ランキングで、非鉄金属製造業、金属製品製造業、はん用機械器具製造

業、業務用機械器具製造業、生産用機械器具製造業、情報通信機械器具製造

業がそれぞれ府内１位、プラスチック製品製造業及び電気機械器具製造業が

府内２位、電子部品・デバイス・電子回路製造業が府内３位となっています。

さらに、農業においても、都市近郊農業の優位性と交通の利便性を生かし

た販売用野菜生産を中心に若手農業者数が増加する等、魅力と個性に溢れた

強い産業が育まれています。

●事業所数の推移 ●従業員数の推移

（事業所） （人）

●製造品等出荷額の推移（従業員数４人以上の製造業） ●有効求人倍率の推移

（百万円） （倍）

（久御山町：H30 6.7 倍、H31 8.7 倍）

※各年１月時点
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（地域資源）

久御山町の大部分は、宇治川と木津川に挟まれ、南から北に緩やかに傾

斜する平坦な地形となっており、久御山町の南東部から北部に向かって古

川が流れ、宇治川に注いでいます。また、久御山町の北側に位置する東一

口地区の前川の両堤は桜並木となっており、春になると多くの観光客で賑

わいます。さらに、大都市近郊にありながら、豊かな田園が広がっており、

稲作のほか、九条ねぎ・淀大根などの京野菜の生産が非常に盛んです。

平成 27 年４月に京都府第１号として『日本茶 800 年の歴史散歩～京都・

山城』が日本遺産に認定され、平成 28 年４月には、久御山町を含む、流れ

橋と両岸上津屋・浜台の『浜茶』が追加認定されました。

久御山町では、浜台の茶園と流れ橋一体が織り成す自然豊かな景観を多

くの人に知っていただき、魅力を感じていただけるような地域になること

を目指しています。

また、令和元年に町制施行 65 周年を迎えることを契機に、久御山町のシ

ンボルとして、「くみやま夢タワー１３７」のライトアップ化をスタートし

たところです。これにより、久御山町の企業と農業者自らが自らの企業や

製品、そして、農産物や産地を発信していく「ものづくりの苗処」をライ

トアップをきっかけに積極的に発信することにより、産業振興の推進につ

なげていきたいと考えています。

【東一口で生産されている淀大根】 【町内全域で生産されている九条ネギ】
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【浜台の茶園】 【前川沿いの桜並木】

【ライトアップされた「くみやま夢タワー１３７」】
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２ 地域の課題

（１）計画的な土地利用について

① 広域的な視点からのまちづくり

近年では、久御山ジャンクションを中心に、第二京阪道路や京滋バイパ

スが整備され、平成 27 年には、京都縦貫自動車道の全線開通、令和５年

度には、新名神高速道路が全線開通する予定であり、こうした道路基盤を

利用した利便性の高いまちづくりを推進する必要があります。

資料：久御山町都市計画マスタープラン

京田辺
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② 土地利用構想

既存の市街化区域内では概ね都市的土地利用が図られており、新たな開

発用地がない状況です。

第５次総合計画の策定にあたり実施した住民アンケートから、定住意向

では、「現在のところに住み続けたい」が全体の約７割を占め、土地利用

で重複することは、「安定した雇用や税収を増やすため、流通業や工業の

産業用地を確保する」が全体の 32％と最も高いことから、定住化を促すた

めの新たな住宅地（住街区促進ゾーン）や、既存の工場等企業の事業拡大

に対応するとともに、安定した雇用や税収を増やすための地域産業の維

持・活性化に向けた新たな産業用地（産業立地促進ゾーン）を確保するた

め、新市街地整備「みなくるタウン」を進めていく必要があります。
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○住民の定住意向

○土地利用で重視すること

（２）全世代・全員の協働について

① 自治会

人口減少とともに高齢化率が増加し、地域においては、価値観の多様化

などに伴い地域の連帯感が希薄化し、自治会加入率（令和元年度 50.5％）

も年々微減傾向にあります。

防災・防犯に関する体制整備や、高齢者の見守り活動など、地域における

安全・安心のまちづくりや地域の実情に応じた課題解決に向け、自治会の組

織力の強化が必要であり、各自治会が孤立化しないよう自治会同士の交流・

連携を深めることが重要です。

② 生涯学習

第５次総合計画の基本計画に示すとおり、中央公民館やゆうホールなどの

生涯学習施設に加えて、公会堂や学校施設、さらに河川敷などの自然環境や

歴史・文化遺産なども、学習する場として活用し、町全体を大学キャンパス

のようなひとつの「生涯学習のタウンキャンパス」として位置付け、いつで

も、どこでも、誰でもが学ぶことのできる環境の充実を目指します。

なお、各種教養講座やスポーツ教室を開催しても参加者が限られていたり、

人とのつながりは望むけれど組織の一員として役職を担うなど深い関わり

は好まれず、グループ化につながりにくいという課題があります。学びが個
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人で終わることなく、学びの共有、学びの還元、学びの発展というように、

学びがコミュニティ形成につながり、次代に継承されていくよう、人と人と

を繋ぐキーパーソンの発掘や育成への取組が必要です。

③ 高齢者・障害者福祉、男女共同参画

同様に、同基本計画に示した団塊の世代の人がすべて後期高齢者となる、

令和７年を見据える中で、健康寿命を延ばし、高齢者がいきいきと安心し

て生活できる地域づくりが課題です。

さらに、障害者が住み慣れた地域で自立し、生活できるまちづくりと住

民がともに支え合う福祉の意識を持ち、誰もが安心して地域で暮らしてい

けるよう福祉のまちづくりの推進、加えて、男女共同参画の社会の実現を

目指すことが必要です。

④ 全世代・全員協働の拠点

前述した①～③の課題に対応し、第５次総合計画のアンケートで多かった

高齢者や障害者など誰もが安心して暮らせる福祉の充実したまちづくりの

ためには、世代を超えた幅広い交流を促進し、住民活動・男女共同参画・障

害者福祉・地域福祉・健康づくりなど福祉の充実したまちづくりと生涯学習

の場を提供する多世代交流を推進する拠点を置くことが、課題解決の効果を

高めると考えられることから、老朽化の進む中央公民館の整備検討と並行し

て議論する必要があります。

さらに、事業所が多い久御山町において、外国人向けの日本語教室を開催

するなど、今後とも外国人と地域住民との交流を幅広く図っていく必要があ

ります。

○まちの将来像
































